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交付金制度の解説

里山林と
地域住民をつなげよう
北海道水産林務部森林環境局森林活用課道民の森グループ　由比孝明

交付金の対象活動
里山林とは、居住地近くに広がり、かつて薪炭用材
の伐採、落葉の採取などを通じて、地域住民に継続的
に利用・管理されてきた森林のことです。しかし昭和
30 年代以降は化石燃料や化学肥料が普及して森林利
用の必要性が薄れ、侵入竹などによる荒廃が進んでし

まいました。こうした問題の解決を図るため、林野庁
では、地域住民・森林所有者・自伐林家などが協力し
て行なう保全管理・資源利用活動を対象に、平成 25
年度から交付金制度を導入しました。
交付金の対象活動は、以下の４つのタイプに分けら
れます。




